
 

 

 

 

寒い朝、冷たい風が吹きつけ、思わずぶるっと震えた経験があるかもしれません。 

私たち人間をはじめとする恒温動物は、体温を一定に保たないと生命に危険が及びます。この震えは、筋肉を

震わせて熱を生み出し、体を温める大切な仕組みなのです。ただ、寒いとき以外にこの震えが起こったら、熱が

出る前触れかも。あたたかい部屋でぶるっと来た人は、ひどくならないうちに体を休ませましょう。 

 

  

 

 

 

 

 インフルエンザかな？と思ったら 

 医療機関で医師により診断されます。迅速検査を使用し診断する場合が多いです。インフルエンザにかかった

際に異常行動をしたという報告があり、中には死亡した事例もあります。診断があると予防策を講じやすいでし

ょう。また、治療には、抗ウイルス薬（内服、吸入など）の使用があります。迅速検査や抗ウイルス薬の使用に

より効果的にするために、受診のタイミングを考慮する必要があります。 

 時間の経過と受診のタイミング 

 迅速検査は、発熱から 12～24時間経過していることが正確な診断の条件になります。また発症後 48時間以内

であれば治療に効果的な薬があるために、医療機関の受診は発熱してから 12～24時間以降 48時間以内に行うこ

とが有効だといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

症状があり、登

校する場合は、 

フォームに入力を

必ずお願いしま

す。 
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・進行が速い 

・38℃以上の高熱 

・寒気が強い 

・激しい頭痛や筋肉痛 

・咳がたくさん出る 

発熱した日時をメモしておくと、受診する

タイミングを判断したり、医師に相談した

りする際に便利です！ 

感染対策、大切です！ 

抗ウイルス薬の効果は？ 
インフルエンザは自然治癒しますが、抗ウイルス薬を投与し

た場合は発熱期間を 1～2日短縮することが期待できます。 

朝の健康観察

について 


